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博士前期課程/後期課程院生の指導方針、具体的なカリキュラム、研究室での活動等

数物科学専攻 研究分野 ナノ物理学

ナノ物理学は、原子−原子間や分子−分子間でおこる量子力学現象を観察・解析・制御し、新しい物理現象の発見を
めざすと共に、それを新技術として役立てることを探究している研究領域です。ナノ物理学研究室では、新機能を
持った走査型プローブ顕微鏡（走査型トンネル顕微鏡（STM）、原子間力顕微鏡（AFM） など）を開発するとともに、新
たなナノ物性評価手法を開拓して、試料表面の原子スケール観察・解析を行っています。「固体表面で原子がどう配
列し、どう反応するのか？」という基礎科学から、「原子・分子を組み立てて新たな量子効果デバイスを作る」という応
用研究（ボトムアップナノテクノロジー）まで、未踏研究にチャレンジしています。下に示す図は、私たちが作った装置
で得た試料表面の原子分解能顕微鏡像です。

研究課題の概要
研究室Webサイト http://nanophys.w3.kanazawa-u.ac.jp/

研究室連絡先メールアドレス 新井豊子 <arai *at* staff.kanazawa-u.ac.jp>

ナノ物理学は、固体物理学や表面科学から発展した新しい学問領域です。ゼミでは、表面科学などの専門教科書
（英語または日本語）の輪読（学生が順番に内容を解説）と、自身の研究に近い英語論文の紹介をします。また、「4
年生ゼミ」と銘打ち、大学院生が内容を計画して、教科書を参考にしながら具体的な研究のTipsを4年生に伝授する
ゼミも行っています。大学院生が自分の研究を新たな参入者にわかりやすく伝えることは、自身の研究の基礎固め
に有効です。
国内・国際学会での発表、論文発表を強く推奨しています。博士後期課程では論文投稿、国際会議での発表は必須
です。博士前期課程でも、各自の研究を国際舞台で発表することを目標にしています。

研究室生活の紹介等
基本的に月−金は研究室で朝から規則正しい研究・勉学をすることが推奨されます。その中で、部活・サークル、ア
ルバイト等を大学院でも続けている学生も複数います。微小信号を扱う実験のため、外来ノイズが減少する夜中や
週末に集中して研究室に詰める学生もいます。週末、研究室で実験する学生は平日に休みます。大学院生は、自
覚を持って各自で時間管理をしています。
国内大学に限らず、海外大学等にも研究の一環で（研究室の経費で）派遣されることがあります。2015年現在、博士
後期課程3年の学生が、ドイツ・レーゲンスブルグ大学で約1年間、武者修行中です。

教員からのメッセージ
大学院を志す皆さんは、すでに多くの基礎となる知識を身につけていることでしょう。しかし、バラバラの知識を持っ
ているだけでは、それらを使いこなせません。お城の石垣を作るのに、石をまばらに積み上げたら崩れてしまいま
す。個々の知識が縦横につながって積み上げられて初めて、新たな科学・技術を産み出す基礎・土台となります。大
学院入学後の初めは、最先端研究が進められている環境の中で、自身の知識・経験を縦横につなぎ合わせなが
ら、研究の土台作りを進めることになるでしょう。この土台は、研究を進めるためだけのものではありません。将来、
企業に就職したり、教員になったときの、物理研究以外の場でも活きる仕事の土台となり得ます。研究室は、研究と
いう目標に向かって共同作業する中で、コミュニケーション能力を磨く場でもあります。自ら努力してしっかりとした土
台を築き、未踏研究に挑戦したい学生を積極的に受け入れたいと思います。
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